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～世界 33 カ国対象「イプソス平等指数調査」レポート 2023～ 

「女性は最も不平等な扱いを受けている」と感じている日本人 15％  
33 カ国中 3番目の低さでジェンダーギャップ指数との乖離が明確に 

  

 
世界最大規模の世論調査会社イプソス株式会社（日本オフィス所在地：東京都港区、代表取締役：内田
俊一）は、世界 33 カ国 26,259人を対象に、平等問題に対する世界の人々の意識を調査する「イプソス平
等指数調査」を実施しました。 

 
【調査サマリー】 
① 「自国で最も不平等または不公平な扱いを受けているのは女性」と回答した日本人は 15%。 

33 カ国中３番目に低い数字である。 

⇒同設問に対する各国の回答平均値は 26%。最下位のシンガポール（11％）、タイ（14％）に続き

日本は３番目に低い数字である。 

 
② 「自国が直面する他のすべての問題と比較して、不平等は重要」と回答した日本人は、38％。 

  ⇒同設問に対する各国の回答平均値は 52%。トップのインドネシア（81%）と比べると、数値に大きな 
差異がある。 

 
 
【調査背景】        
本調査は平等問題に対する世界の人々の意識を調査するもので、イプソスにとっては今回が初めての調査です。
イプソスは、毎年繰り返し本調査を実施することで、経年変化を追跡できるようにすることを目指しています。 
 
 
 



 

 

 

【 調査概要 】 
調査方法：イプソス グローバルアドバイザー調査プラットフォーム 

IndiaBus プラットフォームを使用したオンライン調査 
調査対象：世界 33 カ国 26,259人  
        インドの 18歳以上、カナダ、南アフリカ、トルコ、米国の 18～74歳、タイの 20～74歳、 

インドネシアとシンガポールの 21～74歳、その他の国の 16～74歳 
調査実施日：2023年 2月 17日～3月 3日 
調査機関：イプソス 
 
【 調査結果 】 
① 「現在のあなたの国で、最も不平等または不公正な扱いを受けているのは誰だと思いますか？（複数

回答可）」という設問に対し、「女性」と回答した割合 
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「自国で最も不平等または不公平な扱いを受けているのは女性」と回答した日本人の割合は 15％で 

あり、33 カ国中 3番目に低い数値でした。世界経済フォーラムによるジェンダーギャップ指数 2023年で

日本は 146 カ国中 125位と過去最低の結果だったにも関わらず、「男女不平等」を感じている日本人

が他国と比較しても少ないことが分かります。 

 

 

② あなたの国が直面する他のすべての問題と比較して、「不平等は重要である」もしくは「重要でない」と

回答した割合 
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「不平等は重要である」と回答した日本人は 38％で、33 カ国中下から５番目です。 
世界各国平均値と比較しても低い数字であり、日本は平等・不平等に対する認識が低いと言えます。 
 
【まとめ】 
7月 19日は女性大臣の日です。1960年のこの日、第一次池田内閣に中山マサが厚生大臣として入閣、
日本に初の女性大臣が誕生しました。しかしながら現在、衆議院の女性比率はわずか 1割と、政治の世界に
おいて男女平等が進んでいるとは言い難い状況です。そんな中発表された世界経済フォーラムによる 2023年
度のジェンダーギャップ指数によれば、日本は 146 カ国中 125位でした。日本の女性活躍推進をさらに推し
進めていく必要があるにも関わらず、今回の調査で、男女平等について世界から向けられる客観的な評価と、
実際の国民の意識や感じていることに乖離があることが明らかとなり、また、「平等」に対しての認識が低いことも
わかりました。今後このギャップを埋めていくには、女性活躍推進の真の障壁を明らかにし社会全体の意識変革
を促していくことが必要ではないでしょうか。 
 
●イプソスについて 
イプソスは、世界最大規模の世論調査会社であり、90の市場で事業を展開し、約 2万人の従業員を擁して
います。1975年にフランスで設立されたイプソスは、1999年 7月 1日からユーロネクスト・パリに上場していま
す。同社は SBF120 およびMid-60指数の一部であり、繰延決済サービス（SRD）の対象となっています。 
ISIN コード FR0000073298, Reuters ISOS.PA, Bloomberg IPS:FP www.ipsos.com  
 
【会社概要】 
会社名：イプソス株式会社 
所在地：東京オフィス 〒105-0001 東京都港区虎ノ門 4-3-13 ヒューリック神谷町ビル 
代表者：代表取締役 内田 俊一 
事業内容：世論調査並びに各種市場調査の調査企画立案、実査、集計、分析、レポーティングに関する全
てのサービス 
HP：https://www.ipsos.com/ja-jp 

    

 

 

 

 

【本件に関する報道関係者からのお問合せ先】 
イプソス株式会社 PR チーム 
砂羽（090-8176-2127）  
村田（070‐3875‐5300） 

Mail: ipsos_pr@world.zaq.jp 
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